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東日本 大要災被災地沿岸部市町 村(下 記記載) の 学童保 育指導員の 受講 料は､ 全 国各地 の 学 童保育関

係 者 か ら の ｢ 東 日 本 大農災 学童保 育支 援義援 金J に て 援助 L ます の で無 料 とな り ます ｡

対象市町村 の 方 で も ､ 援助 を 必 要 と されな い 方に は
､
受 講料 の お 支払 い をお 顔 い 致 します n
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◆申込み方 法 = 1 1 月 8 日 ( 金) 締 切 それ 以降 は 当 日受付

受講料 (2 ,(氾 0 円) とお 弁当代 (8 0 0 円
･ 必 要な 方の み) を下記 の 口座 に送金 し ､

そ の 控 えの コ ピ
ー

と 参加 申込書 を郵 送また は F A X で 送 信 して く だ さい ｡

* 午後 の 講座 は 定員が あり ､ 先着順 とな り ます ｡ 兼 3 希 望 ま で ご 記入 く ださ い ｡

* 削｣ 参加も 吋能 です が ､ ご希望 の 講座を受講 で きない 場合があ ります｡

* お 弁当と保 育は 事前申 し込 みの み で す ｡ 近 隣に コ ン ビ ニ や飲食店 はあり ませ ん ｡

申込 みキ ャ ン セ ル : 1 1 月 1 5 8 (金)ま で ｡ 以 降 の キ ャ ン セ ル に は
､
返金 で きませ ん

｡

◆ 申 込 み 先 : 宮城 殊 学童保育緊急支援 プロ ジ ェ ク ト

〒9 8 3- 0 8 5 1 仙台 市 宮城野 区 樽ヶ 岡 5 番 地 み や ぎ N ア0 プ ラザ阻 1 7
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2 5 6- 0 5 3 3 1も1 : 0 9 0-3 6 4 2-4 3 2 7 ( 申込みに 関す る連絡 先)
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◆送金 先 :

ゆうち よ銀行記 号 : 1 8 1 仙 寺号 : 1 9与87 蝕1 全国 学童保育指導員学校東北会場準備会

他 の金融 機関 か ら振 り 込む場 合は ､ 店名 =
一 八 一

( イチ ハ テ ィチ) 店番 . 8 1 8 口 座番 号 : 普通 1 9 5 8 7 6 4

◆保 育 室 : 3 歳以 上 事前 申込 み の み ｡ 当牒 ､ 保 険料 とおや つ 代 の 実費を い ただ きます ｡

◆受 講 莱 : 受付 後 受講票 を送 り ます ｡ 当 日 ご持 参 くだ さい
｡ ( 受講凛 は領 収書 とな っ て い ます)

◆問合せ先 : 全国学童 保育連絡1会議会 : 0 3一細 1 3- 0 4 7 7

1 : 封l の み】0 9 【ト1 9 3 0- 4 9 0 8 ( 宮城県学童保育緊急支 援プ ロ ジ ェ ク ト)

◆念 書 : 宵蠣学院女子大学 ■鈴群青蒙区桜ケ 丘 9 柑 1 ･ 1

l 車 で ご来場 の 方】 で き るだけ乗 り 合わせ て お 出で く だ さい ｡

構 内 で は ､ 大学 の 守衛 の 指 示 に 従 っ て く ださ い ｡

【公 共交 通梯 閑 ご利 川 の 〟】 仙台 駅 前バ ス プ ー

ル より乗 車

宮城 交通 バ ス= ｢ 宮城 学院前｣ 下 草 ( /くス代 3 4 0 円)

県庁市役所

北山トンネル桜ケ丘

上 杉通り

県庁市役 所

県庁市役所北 山トンネル

上杉 通り

宮城 大学

地 下鉄 泉中央 駅

宮城 大学

宮城 学院前

泉ア ウトレット

宮城学 院 前

第 3 8 回

全国学童保育指導員学校

東北会場 in 宮城

と き : 2013 年11 月 23 日(祝)

､ ♂ と こ ろ : 宮城学院女 子大 学

~

昨 年の 東 日 本大震 災 で 大き な被害を受 け た東北各地 で は ､ 寮 災 の 経 験を 通 して 子 ども た ち
にと っ て い か に学童 保 育の 存在 が大切 で あ るか が 再認 識 され て い ま す

｡
ま た

､ 家庭 や 地 域が 不
安定な状況 の 中で

､
子 ども た ちが 安定 した 生 活 を取 り戻 す た め に は

､
これ ま で 学 童 保育関係 者

が積み 上げて きた ､ 打ち合わせ に始 ま る日 々 の 指導員の 仕事の 在 り様 ､ 牛 括づ く り
､ 子どもた

ちを 深 く理 解す る視点 ､ 保 護者 や 地域学校と の 関係 づ く り な どが い か に 重 要 か が
､ 見 直 され て

い ま す｡

学 童保育は ､ 働 きな が ら子 育て する う え で な く て はな らな い 施 設 で す
｡

い ま ､ 学 童保 育数 も入所児 童 数 も増 え て い ま す｡ 学童 保 育 で働 く指導員 も増え て い ます
｡
ど

の よ う に子 どもた ちの 生活 を つ く る の か
､ 子 どもた ち の 願 い と状 況 を ふ ま えて ､ 子 ども た ちが

安 全 で い き い き と した 窯活 が 送れ る よう､ 学 童保 育と 指導員 の 仕事 ･ 役 割に つ い て
､ 学び 交 流

しま し ょ う｡

学 童 保 育の 拡 充 ･

内容 向上 がす すむ よう に
､ 保 護者や 行政の 力も ご 一 緒に 学び ませ ん か

｡
ぜ

ひ お 誘い 合 わせ て ご参加 く だ さ るよ うお願 い い た し ま す｡

主催 全 国 学 童 保 育 連 絡 協 議 会

岩手崇学童保 育達 総協議会 ･ 山 形 崇 学童保育連結協議会

福島県学童クラフ連絶協議会
･

仙台市学童保育連♯協議会

後援 宮城崇､ 仙台市 ､ 青森崇､ 岩手累､ 軌卦崇､ 山形鼠 福島崇 ほか

河北新報社



◆日程
全 体 会

◆全体会 1 0 = 仙 ～ 12 二 ㈹

● 基調報告 全国学童保育連絡協議会

● 全体講義

｢悩みあい ､ 語 りあい ､ 祈る思いで未来をつむぐ
一 学童保育というたからもの｣

講師 ･ 庄井良匡 ( 北海達教育 人手 人事 宗 教綬) 感
1960 年 ､ 北 海 道美幌 町 に生 まれ る｡ 広 島 大 学大学院教育学 研究 科 博 上決程 ､ 広島大

学教育学部助 手 ､ 県 立 広 島 女子 大学 ▲ 生 活 科学 部 ･ 人 間 福祉学科 助 教授 ､
フ ィ ン ラ ン

ド
･

ヘ ル シ ン キ 大 学 在外研 究員 を経 て ､ 現在 ､ 北 海道教 育大学大 学 院 教授 ､ 日 本 教育

学 会理 事｡ 専 門分 野 は 臨床 教育学｡ さ ま ぎま な悩 み や 困 難を抱 え た家庭 ･ 地 域 一 筆 校

数育 の 現場 と 手 を つ な ぎな が ら ､ 教育 相談 活 掛 こ参 画 して い る り

著書に 『癒 し と励 ま しの 臨 床教育学』､ 『揺れ る子 ど もの 心 象風 見』 l まか多数｡

第 38 回 全国学 童保 育 指導 長芋 掛 東北会 場 参 加 申 込 ■=

氏
ふ り が也 女 指導員 ( ) 年 目
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ク
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･

そ の 他( )

〒

県 ･ 市町 村名

電話番 弓- 電話番弓-

請
第 1 希望 第 2 希 望 弟 3 希望 弁

要 ( 個 卜 不 要
座 講座 講座 講座 当

保

育

保 育を必 要とす る 方は ､
お 子 さん につ い て ご記入 く ださ い ｡

( 年生 歳) ( 男
･

女) 慮箭 愛称 〕

( 年生 歳) ( 男
･

女) (岩箭 愛称 )

特記 事項

★ □ 参 加 費 2
,
0 0 0 円 □ 弁 当代 8 0 0 円 合 計 ( ) 円 を添 え て 申 し込 み 圭 す

｡

★ 被災 地 沿岸市町 か ら の 参 加 の た め 口 申込 書 の み･ [ 丁紆空代 8 0 0 円 を 添 え て 申 し込 み ます｡

送信先 : 宮城農学童保育緊急支援プロ ジ ェ ク ト F a x : 0 2 2- 2 5 6 -0 5 3 3

ご記入 い た だ い た 摘欄㈹ こ の鶴会に 醐す る業務 の ほ か ､ 各篠 受講案内 にの み利用させ て い た だ きます ｡ ;

全[頁乍電探 曾連絡協議会の 個 人情報保誰古参= こ基づ 幸 ､ 本 人 の 許 1｣r なく 荊 三者 へ の 提供は行 い ません ｡

◆午後の講座 】3 = 0 0 ～ 1 6 = 0 0 ( ☆ 印は ､ 東 日本大庭災 に関連す る内容 を含む)


